
１．歳入 (単位：円）

区分 金額

令和３年度補正予算（本省繰越分） 224,482,000

原油価格・物価高騰対応分 201,259,000

電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援分 138,813,000

国庫補助事業地方負担分 21,491,000

計 586,045,000

２．歳出 (単位：円）

区分 金額

新型コロナウイルス感染症の拡大防止
　・感染症防止策の徹底
　・ワクチン接種の促進
　・事業者への支援
　・生活・暮らしへの支援　等

197,045,000

未来社会を切り拓く「新しい資本主義」の起動
　・デジタル実装
　・DXの推進　等

58,546,300

コロナ禍において物価高騰等に直面する生活困窮者等への支援
　・低所得世帯、子育て世帯支援
　・消費下支え等を通じた生活者支援
　・農業者、中小企業等に対するエネルギー価格高騰対策
　・公益性の高い施設、地域公共交通に対する支援　等

330,453,700

計 586,045,000

令和４年度新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金実績



No 事業の名称 事業の概要 担当課 事業期間

　新型コロナウイルス感染症の拡大防止 217,734,087 197,045,000

1
公共施設感染防止対策
事業

新型コロナウイルス感染症等の感染防止対策と
して、公共施設での感染症拡大防止対策を図る
ために必要な消耗品を購入するもの。

財政課 R4.4～R5.3 2,082,538 2,045,451

【実施内容】
感染症対策用として公共施設の窓口やカウンターで使用する手指の消毒用エタノール、ペーパータ
オルを購入した。

【事業費】
物品購入費：2,082,538円

【事業の効果】
感染症予防対策に努め、職員によるクラスター等は発生しなかった。

2
コロナワクチン接種会
場移動支援事業

会場へ行くことが困難な要介護者、障がい者等を
対象に、新型コロナウイルスワクチン集団接種会
場までの交通手段を確保するもの。

健康増進課 R4.4～R5.3 4,863,590 4,863,590

【実施内容】
タクシー専用の予約枠を設け、予約された方の自宅と接種会場をタクシーで送迎した。（利用実績：
423件）

【事業費】
車借上料：4,863,590円

【事業の効果】
対象者の自宅から接種会場までの送迎を行い、希望する方の交通手段を確保することができた。

3
事業者連携発展支援補
助金補助事業

コロナ禍において、持続可能な経営に向けた支援
のため、事業者がそれぞれ不足する経営資源を
補い合い、複数事業者の連携による付加価値の
創造や新ビジネスの創出を目指す取り組みに対
し支援を行うもの。

商工課 R4.4～R5.3 26,042,613 26,042,613

【実施内容】
30件（延べ事業者数78社）の申請があり、25,502,000円の補助を行った。（補助率１/２・上限100万
円）
また、当該補助事業の効果を高めるため、事前にセミナーを2日開催し、56社（66名）が参加した。

【事業費】
補助金：25,502,000円
セミナー委託料：196,000円
郵送料等事務費：344,613円

【事業の効果】
連携による資源やノウハウの共有によって実施事業の多角化が図られた。また、事業者間交流の
機運が高まったことにより、今後も連携による事業実施に期待できる。

4
農業経営拡大・発展等
支援事業費補助金補助
事業

コロナ禍による農業経営に大きな影響が出る中
で、今後の農業経営を改善させるため、水田の主
食米以外の作物の作付けや農業経営の改善に
取り組むために要した経費に対し支援を行うも
の。

農政課 R4.4～R4.12 27,206,319 27,206,319

【実施内容】
①主食用米以外の作物（飼料用米など）の作付けに対する支援
　転作に係る補助　19件
②農業経営の拡大・転換等の取り組みに対する支援（機械購入等）
　経営改善に係る補助　62件
　（補助率１/２・上限50万円）

【事業費】
補助金：27,187,000円
郵送料等事務費：19,319円

【事業の効果】
①主食用米以外の作付けを推奨することにより、飼料用米や米粉用米の転作面積が増えた結果、
国の政策である「経営所得安定対策」に寄与することが出来た。
②経営改善に係る補助を行ったことにより、物価高騰の中、農業経営に苦慮する農業者への直接
的な支援につながった。

実施状況・効果区分
総事業費
（決算額）

交付金
充当額



No 事業の名称 事業の概要 担当課 事業期間
実施状況・効果区分

総事業費
（決算額）

交付金
充当額

5
市庁舎空調用自動制御
設備増設事業

新型コロナウィルス感染拡大防止対策として、市
庁舎内の換気機能及び空調効率を上げるため、
空調のこまめな監視や設定変更ができるよう担
当部署に空調設備（中央監視装置）を増設するも
の。

財政課 R4.6～R4.10 884,400 884,400

【実施内容】
財政課内に空調設備の監視装置を１か所増設した。

【事業費】
設備導入費：884,400円

【事業の効果】
換気等のこまめな設定を行うことで、職員によるクラスター等は発生しなかった。

6 在宅療養者支援事業

希望する方に「抗原検査キットの配布」、また新型
コロナウイルスに感染し、自宅で療養する方（自
宅療養者）に対し、「パルスオキシメータの配送」
と「食料品の支給」を行うことで、自宅療養者等が
安心して生活できる環境を確保するもの。

健康増進課 R4.5～R5.3 3,989,439 3,989,439

【実施内容】
希望する方に対して抗原検査キット（773個）、パルスオキシメーター（5,097件）、４日分の食料（493
箱）を配布した。

【事業費】
食料購入費：2,275,951円
郵送料・委託料等事務費：1,713,488円

【事業の効果】
希望者宅へ速やかに配送し、自宅療養者等を支援することで、不安の軽減に寄与することができ
た。

7
中学校トイレ洋式化改
修事業

感染症対策として、中央中学校と南中学校の和
式大便器を洋式化するなどの改修工事を行うも
の。

教育総務課 R4.6～R5.3 37,081,000 37,081,000

【実施内容】
トイレの洋式率の比較的低かった中央中学校と南中学校の和式大便器の洋式化を図り、当該中学
校の洋式化率は100％となった。

【事業費】
工事費：37,081,000円

【事業の効果】
感染拡大防止につながり、同校においてクラスターは発生しなかった。

8
小・中学校体育館無線
LAN環境整備事業

小・中学校体育館に無線LAN環境を整えることに
より、体育館での行事をオンライン配信で行うこと
が可能となり、コロナ禍において安心安全な学習
環境を確保するとともに、災害時に避難所となる
体育館のネット環境を整備するもの。

教育総務課 R4.6～R5.3 21,308,100 21,308,100

【実施内容】
無線LAN環境が整っていない小学校８校、中学校１校のLAN環境整備を行い、体育館で実施する
行事や日常の授業を無線LAN環境を活用して多数実施した。

【事業費】
工事費：21,308,100円

【事業の効果】
体育館の広い空間にて離隔距離を取りながら授業等を実施することができた。

9
教育支援センター感染
症対策事業

利用者同士の接触を避けることにより新型コロナ
ウイルス感染症の拡大を防止し、面談等の相談
体制を確保する観点から、パーテーションにより
個室を増設し、個別指導を行うもの。

学校教育課 R4.6～R5.3 443,674 443,674

【実施内容】
教育支援センター内に間仕切り用パネルを設置し、扉付きの個室を１か所増設した。

【事業費】
物品購入費：443,674円

【事業の効果】
　個室が増設されたことにより、生徒同士が接触せず3密を回避できる体制を整えることができた。



No 事業の名称 事業の概要 担当課 事業期間
実施状況・効果区分

総事業費
（決算額）

交付金
充当額

10 公園防災機能整備事業
公園内に防災機能を有した施設整備を行うことに
より、コロナ禍における災害時に密にならない避
難場所としての機能整備を行うもの。

道路公園課 R4.6～R5.3 3,025,000 3,025,000

【実施内容】
保第３公園に、マンホールトイレ2基、洗浄貯水槽1基を設置した。

【事業費】
工事費：3,025,000円

【事業の効果】
体育館等の指定避難場所以外に、屋外での避難場所を確保することができ、災害時における密の
回避に寄与する。

11
老人福祉センター利用
活性化事業

コロナ禍においても、老人福祉センターを安心し
て利用していただくことにつなげ、高齢者の外出
の機会を促進するため、老人福祉センターイベン
ト参加者に、手指消毒液を配布するもの。

長寿支援課 R4.9～R5.2 279,675 279,675

【実施内容】
老人福祉センターに対し、感染症対策に必要な物品（消毒液等）を279,675円分購入し、配布した。

【事業費】
物品購入費：279,675円

【事業の効果】
施設における感染症対策の徹底を行い、感染拡大の防止及び事業の継続につながった。

12
学校保健特別対策事業
費補助金【国庫補助事
業】

学校における感染症対策・学習保障等に必要な
物品を整備するもの。

学校教育課
教育総務課

R4.4～R5.2 17,862,983 8,931,983

【実施内容】
学校(12校）における感染症対策・学習保障等に必要な物品を整備した。
・プロジェクター等教材備品、加湿器等感染症対策備品、抗菌コーティング塗布等業務委託、消毒
液・ハンドソープ等消耗品

【事業費】
物品購入費：15,948,983円
委託料：1,914,000円

【事業の効果】
タブレット端末や学習支援備品を活用して、感染症対策に配慮しながらも円滑に授業を進めること
が出来た。
また、感染予防消耗品等の購入により感染拡大防止につながり、学校におけるクラスターは発生し
なかった。

13
ワクチン接種会場駐車
場整備事業

円滑なワクチン接種を促進するため、ワクチン接
種会場である中央公民館の駐車場の整備を実施
し、高齢者等の運転に不安がある方にとって利用
しやすい環境を整えるもの。

健康増進課
生涯学習課

R4.4～R4.8 5,610,000 5,610,000

【実施内容】
ワクチン接種会場である中央公民館の東側駐車場48台分の整備、北側駐車場45台分の整備、身
体障害者駐車場1台分の区画線の引き直しの改修を行った。

【事業費】
工事費：5,610,000円

【事業の効果】
ワクチン接種会場駐車場の整備を行ったことで、ワクチン接種者の安全・安心の確保につながり、
ワクチン接種業務の円滑化に寄与した。

14
子ども・子育て支援交
付金【国庫補助事業】

保育所や放課後児童クラブの職員が感染症対策
の徹底を図りながら業務を継続的に実施していく
ために必要な経費等を支援するもの。

保育幼稚園課 R4.4～R5.3 9,399,540 3,133,540

【実施内容】
感染症対策に必要な物品（マスク等）を9,399,540円分購入し、放課後児童クラブ等を含む計24施設
に配布した。

【事業費】
物品購入費：9,399,540円

【事業の効果】
施設における感染症対策の徹底を図ったことで、感染拡大の防止及び事業の継続につながった。



No 事業の名称 事業の概要 担当課 事業期間
実施状況・効果区分

総事業費
（決算額）

交付金
充当額

15
子どもの未来応援図書
カード給付事業

新型コロナウイルス感染症の感染拡大、物価高
騰等により家計が影響を受ける状況下であって
も、子どもたちが年代に応じた書籍に接し、想像
力を育み、楽しむ機会及び学びの機会を得ること
を目的に、0歳から18歳の子ども１人につき、3千
円分の図書カードを支給するもの。

子育て支援課 R4.12～R5.3 42,143,998 42,143,998

【実施内容】
7,546世帯、12,795人に対して、38,385,000円分の図書カードを支給した。

【事業費】
図書カード購入費：38,385,000円
郵送料等事務費：3,758,998円

【事業の効果】
0歳から18歳までの子どもに対し図書カードを支給することで、コロナ禍での物価高騰により家計に
影響を受ける中にあっても、子どもたち自身の学びの機会の創出や家計の支援につながった。

16
保育対策総合支援事業
費補助金【国庫補助事
業】

市立保育所、認可外保育施設における感染症対
策に必要な消耗品等を整備するほか、民間保育
所や認可外保育施設が感染症対策に必要な消
耗品等を整備するための補助を行うもの。

保育幼稚園課 R4.4～R5.3 10,928,618 5,473,618

【実施内容】
感染症対策に必要な物品等（マスク等）を1,998,618円分購入し、市立保育所等を含む計5施設に配
布した。また、感染症対策に必要な物品等の整備に係る補助金として、民間保育所等を含む計22
施設に対し8,930,000円交付した。

【事業費】
物品購入費：1,998,618円
感染症対策に係る補助金：8,930,000円

【事業の効果】
施設における感染症対策の徹底を図ったことで、感染拡大の防止及び事業の継続につながった。

17 魅力ある公園整備事業

コロナ禍において、屋外活動の機会を促進するた
め、公園に健康遊具の機能を持ったベンチや抗
菌ベンチを設置するなど、市民の心身の健康の
増進を図るための整備等を行うもの。

道路公園課 R4.4～R5.3 4,582,600 4,582,600

【実施内容】
コロナ禍において、屋外活動の機会を促進するため、吉川市内公園にﾍﾞﾝﾁやﾃｰﾌﾞﾙを設置した。
（設置数：ﾍﾞﾝﾁ21基、ﾃｰﾌﾞﾙ1基）
・関公園、木売公園、中曽根公園、高富公園、保公園、吉川児童公園

【事業費】
工事費：4,582,600円

【事業の効果】
公園にﾍﾞﾝﾁやﾃｰﾌﾞﾙを設置し、屋外活動の機会を促進したことで市民の心身の健康増進に寄与す
ることができた。



No 事業の名称 事業の概要 担当課 事業期間

　未来社会を切り拓く「新しい資本主義」の起動 58,546,300 58,546,300

18 非接触納税拡充事業

新型コロナウイルス感染防止のため、市税の対
面納付の機会を減少させるほか、納付者の利便
性向上を図るため、市税の納税手段に、新たにス
マートフォン及びクレジットカードによる納税
（キャッシュレス決済）を可能とするためのシステ
ム改修を行うもの。

庶務課
収納課

R4.4～R5.3 18,612,000 18,612,000

【実施内容】
納付書にQRコードを印字し、スマホ決済及びクレジットカード決済を可能とするよう、システム改修
を実施し、令和５年７月末時点で、キャッシュレス決済の市税納付件数は2,785件の納付を受領し
た。

【事業費】
システム改修費:18,612,000円

【事業の効果】
QRコードによるスマホ決済等が可能となったことにより、自宅に居ながら、市税の納付が可能とな
る体制が構築でき、市民サービスの向上並びに感染症の拡大防止につながった。

19 行政ＩＴ化推進事業

自宅のパソコンやスマホなどから行政サービスの
申込みができる行政手続きのオンライン化を推進
するため、業務フロー分析ツールの導入により、
業務フローの円滑な見直しを図り、実現を目指し
ていくもの。

庶務課 R4.6～R5.3 6,346,890 6,346,890

【実施内容】
業務フロー分析ツールを導入した上で、職員研修を実施し、行政手続きのオンライン化に向けた作
業を実施した。（業務フロー分析ツールの導入：10台）

【事業費】
備品購入費：4,080,890円
導入委託料：2,266,000円

【事業の効果】
令和5年5月1日時点で行政手続きのオンライン化に基づく手続き（２７手続き）を開始し、市民が来
庁せずに自宅のパソコンやスマホで行政手続きが可能となったことで、新型コロナウイルス感染症
対策及び市民の利便性向上につながった。

20
マイクロチップ装着推進
による行政手続きのオ
ンライン化事業

犬に対するマイクロチップ装着を推進し、マイクロ
チップを犬の鑑札とみなす狂犬病予防法の特例
を活用することで、犬の登録・変更・死亡等の手
続きのオンライン化により、犬の飼い主の感染症
リスクの低減を図るもの。

環境課 R4.6～R5.1 479,670 479,670

【実施内容】
動物の愛護及び管理に関する法律の改正後においても引き続きマイクロチップの装着が「任意」と
された犬について、本事業により、マイクロチップの装着促進を図り、56頭分のマイクロチップの装
着に係る補助を行った。(上限　5千円)

【事業費】
補助金：266,000円
郵送料等事務費：213,670円

【事業の効果】
　国のマイクロチップ制度の活用により、狂犬病予防法に基づく各種手続きのオンライン化が進ん
だ。これにより、手続きのために犬の飼い主が来庁する必要がなくなり、感染症リスクの低減につな
がった。

21 広報活動拡充事業

コロナ禍にあっても、市の魅力や再開した各種イ
ベントの状況について、３Ｄ動画を活用したＰＲ動
画を展開することで、実際に訪れなくても各施設
の雰囲気や市政情報の発信の充実等を図れるよ
う、必要備品を購入するもの。

政策室 R4.9～R5.3 597,247 597,247

【実施内容】
３Ｄカメラ：２台、編集用ＰＣ：１台の購入と編集ソフトウエアを導入した。

【事業費】
物品購入費：597,247円

【事業の効果】
令和5年8月からyoutubeを媒体に３D動画の公開を開始し、今後も随時更新していく予定である。実
際に訪れなくても、より臨場感のあるPR動画の公開を通して、市の愛着心の醸成や認知度の向上
への寄与が期待できる。

区分
総事業費
（決算額）

交付金
充当額

実施状況・効果



No 事業の名称 事業の概要 担当課 事業期間
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22
登記済通知オンライン
化事業

対面で行っている登記情報の取得について、電
子データでの授受に切り替えることにより、法務
局での不特定多数の利用者や職員との接触の機
会を減らすことで感染拡大防止につなげるととも
に、デジタル化の推進を図るためシステムを導入
するもの。

課税課 R4.9～R5.3 2,002,000 2,002,000

【実施内容】
法務局に訪問しなくとも、登記情報を取得することができる登記管理システムを導入した。

【事業費】
システム導入費：2,002,000円

【事業の効果】
令和5年2月15日からシステムを導入したことにより、登記済通知の受領のために週１回以上、法務
局に出向いていたところが、随時調査を行うオンライン未対応の登記履歴の調査（月1回程度）のみ
で済むようになり、デジタル化の推進とともに感染拡大防止につながった。

23
GIGAスクール構想推進
事業

新型コロナウイルス感染症が蔓延した状況にあっ
ても、教員や生徒がGIGAスクール構想により配
布した学習用端末を活用し、授業等ができるよう
にするための体制を整備するもの。

教育総務課 R4.4～R5.3 25,459,632 25,459,632

【実施内容】
市内全小中学校、全児童生徒が安心安全な学習環境を確保するため、フィルタリングソフトを導入
するとともに、教務用PC端末の配備拡充を図ることで、GIGAスクール構想による学校ICT環境を整
備した。
・フィルタリングソフトライセンス：6,602台分
・PC端末借上：360台

【事業費】
ソフトウェアライセンス料3,485,856円
通信運搬費3,142,656円
小中学校ICT教育機器借上料18,831,120円

【事業の効果】
市内12の全小中学校において、児童生徒の安心安全な学習環境を確保しつつ、教育活動を着実
に継続することができた。

24
オンライン学習の環境
整備支援事業

GIGAスクール構想関連事業等により、オンライン
に対応した学習環境を整備することで、新型コロ
ナウイルス感染症による学校の臨時休業等の緊
急時においても、子供たちの学びを保証できるよ
う、教職員の資質向上を図るため、ICT支援員を
派遣するもの。

学校教育課 R4.4～R5.3 3,486,861 3,486,861

【実施内容】
特任教育支援員（会計年度任用職員）及び委託によるＩＣＴ支援員を３校に配置する。

【事業費】
報償費等：1,475,478円
委託料：1,042,800円
著作権料：968,583円

【事業の効果】
特任教育支援員（会計年度任用）による、より高い知見からのICT活用についての指導を受けること
ができた。また、これまでICT支援員を配置することができなかった中学校３校に配置することがで
きた。

25
AI-OCR及びAI音声認
識会議録作成支援シス
テム導入事業

AI等の新たなデジタル技術を活用し、業務の効率
化を図るため、ＡＩ－ＯＣＲシステム、AI音声テキス
ト化システムを導入するもの。

庶務課 R4.4～R5.3 1,562,000 1,562,000

【実施内容】
令和４年４月から利用を開始し、令和５年３月時点でAI-OCRシステム（64,647件）、AI音声テキスト
化システム（59件）を利用した。

【事業費】
AI-OCRシステム：792,000円
AI音声テキスト化システム：770,000円

【事業の効果】
AI技術を用いたシステムを活用することで、行政のデジタル化を推進し、業務の効率化につながっ
た。



No 事業の名称 事業の概要 担当課 事業期間

　コロナ禍において物価高騰等に直面する生活困窮者等への支援 376,580,001 330,453,700

26
よしかわ生活応援給付
金給付事業

コロナ禍において原油価格・物価高騰等に直面
する、生活に困窮する方々の生活・暮らしの支援
を図るため、住民税均等割課税のみ等の世帯を
対象に1世帯10万円の市独自の臨時・特別の一
時金を支給する。

地域福祉課 R4.6～R4.12 93,313,636 93,313,636

【実施内容】
対象の可能性がある998世帯に対して書類を発送し、924世帯に92,400,000円を支給した。

【事業費】
支援金：92,400,000円
委託料等事務費：913,636円

【事業の効果】
物価高騰の影響の大きい住民税均等割のみ課税世帯への給付を通し、生活の負担軽減につな
がった。

27
プレミアム付商品券発
行事業

コロナ禍において原油価格・物価高騰等に直面
する生活者や事業者に対し、地域経済の活性化
を目的とするプレミアム付商品券を発行し、消費
喚起を促すもの。
利用可能店舗：258件
購入金額：1冊5,000円
利用金額：6,500円分
プレミアム率：30%。

商工課 R4.6～R5.3 66,976,262 66,494,977

【実施内容】
プレミアム率30％の商品券を150,852,000円分（23,208冊分）発行し、150,226,955円が市内店舗で利
用された(換金率：99.59％)。
なお、キャッシュレス決済推進として、紙券と電子券のハイブリット方式で実施。

【事業費】
　プレミアム商品券の精算費　34,668,240円
　委託料等事務費：32,308,022円
　受益者負担金(歳入)：481,285円（未換金分の返還）

【事業の効果】
換金率が極めて高いことから、コロナ禍の物価高騰の影響を受けた市民の負担軽減と消費喚起の
促進による地域経済の活性化に寄与できた。

28
公共交通事業継続支援
金給付事業

新型コロナウイルス感染症の影響による公共交
通利用者の継続的な減少と燃料の高騰により、
経営に影響を受けている地域公共交通事業の経
営安定化と運行継続などを支援するため、市内を
運行する公共交通事業者に支援金を交付するも
の。

政策室 R4.9～R4.12 8,490,000 8,490,000

【実施内容】
申請のあったバス事業者6者、タクシー事業者5者（法人2社・個人3者）への支援金8,490千円を支
給した。（交付率100％）

【事業費】
支援金:8,490,000円（上限：ﾊﾞｽ1,800千円・ﾀｸｼｰ1,000千円）

【事業の効果】
全ての対象事業者に支援金を交付したことにより、市民が利用する市内公共交通の運行継続に寄
与した。

29
福祉施設等事業継続支
援金給付事業

長引くコロナ禍において、エネルギー・食料品価
格等の物価高騰の影響を受けながらも、感染症
拡大防止対策を講じながら福祉施設等の運営を
している事業者に対して、事業継続を支援するた
めの支援金を支給するもの。

保育幼稚園課
障がい福祉課
長寿支援課

R4.9～R4.12 14,800,000 14,800,000

【実施内容】
・保育所や幼稚園等(23法人）に対し支援金5,800千円を支給した。
・障害福祉施設（19法人）に対し、2,750千円の支援した。
・高齢者福祉施設等（39法人）に対し、6,250千円の支援金を支給した。

【事業費】
支援金：14,800,000円

【事業の効果】
全ての対象事業者に支援を行ったことで、施設の健全な経営に資することができ、事業の継続につ
ながった。
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30
よしかわ家計支援給付
金給付事業

コロナ禍において、エネルギー・食料品価格等の
物価高騰の影響を受けた住民税均等割世帯の
み等の低所得世帯を対象に1世帯5万円の市独
自の支援金を支給するもの。

地域福祉課 R4.11～R5.3 55,465,153 55,465,153

【実施内容】
対象の可能性がある1,145世帯に対して書類を発送し、1,101世帯に55,050,000円を支給した。

【事業費】
支援金：55,050,000円
役務費等事務費：415,153円

【事業の効果】
物価高騰の影響の大きい住民税均等割のみ課税世帯への給付を通し、家計の負担軽減につな
がった。

31
入学等準備応援給付金
給付事業

物価高騰により、学用品費等にも影響が生じてい
ることから、令和5年度の入学等に向けた準備を
行う児童等を応援するため、令和5年4月に小・
中・高・大学等に進学する年齢の児童等を対象に
1人あたり1万円を給付するもの。

政策室 R4.12～R5.3 28,967,411 28,954,060

【実施内容】
未申請者に再通知を行うなどの勧奨を行い、2,533世帯（2,844人）に対して、28,440千円の支援を
行った。(支給率98.7％）

【事業費】
給付金：28,440,000円
郵送料等事務費：527,411円

【事業の効果】
物価高騰対策として、新入学生等のいる世帯の学用品費等の負担軽減に寄与した。

32
ひとり親家庭家計支援
給付金給付事業

コロナ過において、電力・ガス・食料品等物価高
騰の影響を受けるひとり親世帯の生活を支援す
るため、市独自の支援金として、児童１人につき3
万円を支給するもの。

子育て支援課 R4.12～R5.3 21,032,558 21,032,558

【実施内容】
446世帯（支給児童700人）に対して、21,000千円の支援を行った。

【事業費】
　給付金：21,000,000円
　郵送料：32,558円

【事業の効果】
コロナ禍での物価高騰の影響を受け、特に家計に影響を受けているひとり親世帯の支援につな
がった。

33
農業経営者に対する原
油等価格対策支援金給
付事業

原油等の価格高騰の影響を受けている市内農業
経営者（農業法人含む）に対し、燃料等に係る経
費の一部を支援することにより農業経営への影
響緩和を図るため、市独自の支援金を支給する
もの。

農政課 R4.12～R5.3 2,179,559 2,179,559

【実施内容】
原油や光熱費などの価格高騰の影響を受けている市内農業者（農業法人含む）に対し、燃料等に
係る経費の一部を支援し、35件の農業者を支援した。(区分に応じ、5万円または10万円）

【事業費】
支援金：2,150,000円
事務費：29,559円

【事業の効果】
エネルギー関連について、価格高騰の影響を受けている農業者に対して支援を行うことができた。

34
事業者等に対する原油
等価格対策支援金給付
事業

原油等の価格高騰の影響を受けている事業者等
に対し、原油や光熱費に係る経費の一部を支援
することにより、事業者等の事業継続への影響緩
和を図るため、市独自の支援金を支給するもの。

商工課 R4.12～R5.3 32,571,532 32,561,827

【実施内容】
一般貨物運送事業に係る車両の数、または3ヶ月の経費平均額の前年同月差額を基準とし、支援
金を給付。390件の申請があり、32,150,000円を給付した。（区分に応じ、5万円/10万円/20万円）

【事業費】
支援金：32,150,000円
事務費：421,532円

【事業の効果】
ランニングコストに係る物価高騰分の一部に対して支援を行うことで、事業者の負担の軽減につな
がり、市内事業者の事業継続に寄与することができた。
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35
妊娠出産子育て支援交
付金【国庫補助事業】

コロナ禍において原油価格・物価高騰等に直面
する全ての妊婦・子育て世帯がコロナ禍において
も安心して出産・子育てができるよう、妊娠期から
出産・子育てまで一貫して必要な支援につなぐ伴
走型相談支援の充実と経済的支援を図るもの。

健康増進課 R5.1～R5.3 52,783,890 7,161,930

【実施内容】
妊娠届を届け出た妊婦に対し、出産に向けて5万円を支給し、産後は子を養育する方に5万円を支
給した。
・出産応援給付金　延べ672人
・子育て応援給付金　延べ380人

【事業費】
給付金：52,600,000円
事務費：183,890円

　【事業の効果】
妊娠期から子育て期まで一貫して相談対応を行う「伴走型相談支援」と共に「経済的支援」を実施
することで、様々なニーズに即した必要な支援につなぎながら、育児の負担軽減を図ることができ
た。


